
（様式１）

収入の部 （税込、単位：円）

当初予算額

（A）

補正額

（B）

予算現額

（C=A+B）

決算額

（D）

差引

（C-D）
説明

15,896,000 0 15,896,000 15,896,000 0 横浜市より

4,000,000 0 4,000,000 3,563,380 436,620

500,000 0 500,000 548,250 △ 48,250

0 0 0 0 0

700,000 0 700,000 571,633 128,367

印刷代 250,000 0 250,000 186,550 63,450 コピー機収入

自動販売機手数料 200,000 0 200,000 189,527 10,473

駐車場利用料収入 0 0 0 0 0

その他（　　　　　　　　） 250,000 0 250,000 195,556 54,444 体育室器具、預金利息等

21,096,000 0 21,096,000 20,579,263 516,737

支出の部

当初予算額

（A）

補正額

（B）

予算現額

（C=A+B）

決算額

（D）

差引

（C-D）
説明

9,581,000 0 9,581,000 9,593,000 △ 12,000

8,486,000 0 8,486,000 9,581,000 △ 1,095,000

100,000 0 100,000 0 100,000

995,000 0 995,000 0 995,000

0 0 0 12,000 △ 12,000

0 0 0 0 0

0 0 0 0 0

2,791,000 0 2,791,000 2,905,591 △ 114,591

30,000 0 30,000 20,413 9,587

1,380,000 0 1,380,000 1,008,832 371,168

0 0 0 27,127 △ 27,127

150,000 0 150,000 458,376 △ 308,376

300,000 0 300,000 406,536 △ 106,536

82,000 0 82,000 79,248 2,752

横浜市への支払分 82,000 0 82,000 79,248 2,752 目的外使用料（自販機2台、ｺｰﾋｰｺｰﾅｰ、体育室受付）

その他 0 0 0 0 0

200,000 0 200,000 244,997 △ 44,997

541,000 0 541,000 463,447 77,553 蔵書、雑誌購入

0 0 0 0 0

20,000 0 20,000 10,730 9,270

0 0 0 864 △ 864 振込手数料

45,000 0 45,000 36,157 8,843 複合機、印刷機

3,000 0 3,000 108,864 △ 105,864

40,000 0 40,000 40,000 0 地域行事への祝い金

2,350,000 0 2,350,000 1,632,171 717,829

2,350,000 0 2,350,000 1,632,171 717,829

0 0 0 0 0

2,600,000 0 2,600,000 739,784 1,860,216

0 0 0 0 0

電気料金 0 0 0 0 0

ガス料金 0 0 0 0 0

水道料金 0 0 0 0 0

0 0 0 0 0

1,000,000 0 1,000,000 0 1,000,000

0 0 0 0 0

1,600,000 0 1,600,000 739,784 860,216

空調衛生設備保守 0 0 0 0 0

消防設備保守 0 0 0 0 0

電気設備保守 0 0 0 0 0

害虫駆除清掃保守 0 0 0 0 0

駐車場設備保全費 0 0 0 0 0

その他保全費 1,600,000 0 1,600,000 739,784 860,216 複合機保守、おまつり養生作業

0 0 0 0 0

700,000 0 700,000 1,202,181 △ 502,181

0 0 0 0 0

700,000 0 700,000 1,202,181 △ 502,181

0 0 0 0 0

0 0 0 0 0

1,352,000 0 1,352,000 1,241,533 110,467

1,342,000 0 1,342,000 1,168,093 173,907 経理・勤怠システム他共通経費

10,000 0 10,000 73,440 △ 63,440

1,400,000 0 1,400,000 1,097,407 302,593

20,774,000 0 20,774,000 18,411,667 2,362,333

322,000 0 322,000 2,167,596 △ 1,845,596

230,000 0

1,724,000 0

△ 1,494,000 0 0 0

189,527

79,248

110,279

平成30年度　「都筑地区センター」　収支予算書兼決算書

科目

指定管理料

利用料金収入

自主事業（指定管理料充当の自主事業）収入

自主事業収入

雑入

収入合計

科目

人件費

給与・賃金

社会保険料

通勤手当

健康診断費

勤労者福祉共済掛金

退職給付引当金繰入額

事務費

旅費

消耗品費

会議賄い費

印刷製本費

通信費

使用料及び賃借料

備品購入費

図書購入費

手数料

施設賠償責任保険

職員等研修費

リース料

振込手数料

地域協力費

事業費

自主事業（指定管理料充当の自主事業）費

自主事業費

管理費

光熱水費

清掃費

修繕費

機械警備費

設備保全費

共益費

公租公課

事業所税

消費税

印紙税

その他（　　　　　）

事務経費　（計算根拠を説明欄に記載）

本部分

当該施設分

管理許可・目的外使用許可収入

管理許可・目的外使用許可支出

管理許可・目的外使用許可収支

ニーズ対応費

支出合計

差引

自主事業費収入

自主事業費支出

自主事業収支



（様式１）

収入の部 （税込、単位：円）

当初予算額

（A）

補正額

（B）

予算現額

（C=A+B）

決算額

（D）

差引

（C-D）
説明

104,910,000 0 104,910,000 104,910,000 0 横浜市より

0 0 0 0 0

560,000 0 560,000 414,900 145,100

0 0 0 0 0

201,000 0 201,000 147,375 53,625

印刷代 0 0 0 0 0

自動販売機手数料 60,000 0 60,000 56,394 3,606

駐車場利用料収入 0 0 0 0 0

その他（　　　　　　　　） 141,000 0 141,000 90,981 50,019 利息、実習生受入謝金、公衆電話収入、鍵紛失代等

105,671,000 0 105,671,000 105,472,275 198,725

支出の部

当初予算額

（A）

補正額

（B）

予算現額

（C=A+B）

決算額

（D）

差引

（C-D）
説明

51,921,000 0 51,921,000 47,098,265 4,822,735

45,113,000 0 45,113,000 41,735,488 3,377,512

4,831,000 0 4,831,000 3,855,282 975,718

840,000 0 840,000 678,820 161,180

80,000 0 80,000 41,035 38,965

0 0 0 26,000 △ 26,000 ハマフレンド掛金

1,057,000 0 1,057,000 761,640 295,360

1,280,000 0 1,280,000 1,634,916 △ 354,916

10,000 0 10,000 24,651 △ 14,651

500,000 0 500,000 518,565 △ 18,565

0 0 0 1,520 △ 1,520

5,000 0 5,000 0 5,000

300,000 0 300,000 296,954 3,046 電話代

26,000 0 26,000 19,200 6,800

横浜市への支払分 26,000 0 26,000 19,200 6,800 自販機目的外使用料

その他 0 0 0 0 0

50,000 0 50,000 119,664 △ 69,664

200,000 0 200,000 363,642 △ 163,642 新聞・雑誌費

95,000 0 95,000 79,590 15,410

10,000 0 10,000 4,506 5,494

0 0 0 0 0

73,000 0 73,000 73,224 △ 224 ｱﾝﾌﾟﾘｰｽ

1,000 0 1,000 113,400 △ 112,400

10,000 0 10,000 20,000 △ 10,000 社会福祉協議会会費

2,040,000 0 2,040,000 2,423,752 △ 383,752

2,040,000 0 2,040,000 2,423,752 △ 383,752

0 0 0 0 0

46,668,000 0 46,668,000 46,358,330 309,670

21,738,000 0 21,738,000 19,823,561 1,914,439

電気料金 3,350,000 0 3,350,000 1,464,552 1,885,448

ガス料金 36,000 0 36,000 29,924 6,076

水道料金 18,352,000 0 18,352,000 18,329,085 22,915

9,935,000 0 9,935,000 9,295,312 639,688 館内清掃、外部清掃

400,000 0 400,000 972,624 △ 572,624

545,000 0 545,000 544,320 680

14,050,000 0 14,050,000 15,722,513 △ 1,672,513

空調衛生設備保守 460,000 0 460,000 447,120 12,880

消防設備保守 239,000 0 239,000 238,464 536

電気設備保守 11,452,000 0 11,452,000 11,207,808 244,192 設備保守

害虫駆除清掃保守 86,000 0 86,000 115,128 △ 29,128

駐車場設備保全費 0 0 0 0 0

その他保全費 1,813,000 0 1,813,000 3,713,993 △ 1,900,993 休館日警備、EV保守、ｶﾗｵｹ、電話保守、自動ドア保守、レジオネラ再検査

0 0 0 0 0

60,000 0 60,000 77,920 △ 17,920

0 0 0 0 0

60,000 0 60,000 43,720 16,280 消費税中間納付分

0 0 0 34,200 △ 34,200 契約用印紙

0 0 0 0 0

1,208,000 0 1,208,000 1,241,533 △ 33,533

1,166,000 0 1,166,000 1,168,093 △ 2,093 経理・勤怠システム他共通経費

42,000 0 42,000 73,440 △ 31,440 求人広告掲載費

0 0 0 0 0

103,177,000 0 103,177,000 98,834,716 4,342,284

2,494,000 0 2,494,000 6,637,559 △ 4,143,559

594,000 0

1,975,000 0

△ 1,381,000 0 0 0

56,394

19,200

37,194

管理許可・目的外使用許可収入

管理許可・目的外使用許可支出

管理許可・目的外使用許可収支

ニーズ対応費

支出合計

差引

自主事業費収入

自主事業費支出

自主事業収支

その他（　　　　　）

事務経費　（計算根拠を説明欄に記載）

本部分

当該施設分

事業所税

消費税

印紙税

共益費

公租公課

設備保全費

機械警備費

清掃費

修繕費

自主事業費

管理費

光熱水費

事業費

自主事業（指定管理料充当の自主事業）費

地域協力費

リース料

振込手数料

手数料

施設賠償責任保険

職員等研修費

備品購入費

図書購入費

通信費

使用料及び賃借料

会議賄い費

印刷製本費

旅費

消耗品費

事務費

勤労者福祉共済掛金

退職給付引当金繰入額

社会保険料

通勤手当

健康診断費

人件費

給与・賃金

収入合計

科目

自主事業収入

雑入

利用料金収入

自主事業（指定管理料充当の自主事業）収入

平成30年度　「つづき緑寿荘」　　収支予算書兼決算書

科目

指定管理料

















































　（様式10）

№ 修繕年月日 修　繕　箇　所 金　額　(円） 業　者　名

1 H30.4.2 内線２４番（男子脱衣室）の交換機内基盤 16,200 大栄電子株式会社

2 H30.7.29 ゲートボール場ベンチ6台 235,600 DIYアドバイザー神奈川

3 H30.11.15 消防設備不良改修 174,960
(有)アイワプリヴェ
ント

4 H30.12.13 都筑ふれあいの丘　冷凍機の部品交換 33,480 株式会社　三冷社

5 H31.1.30
老人福祉センターつづき緑寿荘大広間
たたみ表替え

361,584 石丸商事株式会社

6 H31.3.28 ふれあいの丘電気室マグネット交換 5,156 三洋装備（株）

7 H31.3.28 トイレ用ダイヤプラム部品 7,560 三洋装備（株）

8 H31.3.31 汚水枡異物除去及び補修 118,800 （株）カンパイ

9 H31.3.31 ふれあいの丘冷水ポンプ部品交換 19,284 三洋装備（株）

10

11

12

13

14

15

16

施設名　つづき緑寿荘

平成30年度　修繕一覧

















1 日時

2 会 場

3 出席者

4 議題

平成 30年度第 1回都筑センター委員会議事録

平成 30年6月22日（金） 19:00～20:05 

都筑センター 2階大会議室

9名

医亘圃委員、圃委員、圃委員、園委員、圃委員、圃委員、

．．委員、・E員、・E委員

匡霊園 5名・E自長園田伸長、圃職員、圃職員、圃職員

医画 l名都筑区役所地域振興課松本係長

匠五ヨヨ 1名．．部長（オブザーバー・横浜市社会福祉協議会社会福祉部長）

( 1)会長及び副会長の選任について

(2）平成29年度事業実施報告並びに決算報告について

( 3）その他

1）長寿命化工事について

2）ふれあいの丘まつり 2018について

3）クナイプジャパンのハープ寄贈について

4）広報紙「都筑センターだより 第 62号」発行について

5）都筑センタ一広報媒体（インスタグラム）の活用について

5 議 事

横浜市都筑センター委員会要綱第5条l項規定により、毎年第l回の委員会において正副会長を

選出することとなっているため、会長が決まるまでの間の議事進行は館長が務めた。

開会に先立ち、館長挨拶の後、副館長以下職員の自己紹介の後、各委員から自己紹介いただいた。

また、委員定数 14名のうち出席者 9名で、委員数の過半数を超えているため、センター委員会

要綱第8条第2項により、本委員会が成立していることを事務局より報告し、議事に入った。

( 1 ）会長及び副会長の選任について

館長 センター委員会要綱第6条により、委員の互選により会長及び副会長の選任をお願

いしますロ

・ E委員 都筑センターは元々池辺町にあったことから、歴代、池辺町連合自治会会長がセン

ターの会長をやってきたので、・・医員を会長に就任お願いいたします。

一同 異議なし

圃委員 副会長には園委員、圃委員を推薦します。

一同 異議なし

館長 会長に咽酢齢、副会長に咽酢員園委員が選任されたことを報告します。

進行を館長から増尾会長に引き継ぐ。

1 



(2）平成29年度事業実施報告並びに決算報告について

副館長及び担当職員より資料に沿って説明。

＜質疑等＞

圃委員

事務局

－E輔
圃委員

一同

収支差額を繰越すとの説明でしたが具体の取扱いについて聞きたい。

資料添付の決算書は指定管理の報告用の様式です。運営法人の社会福祉法人では社

会福祉法人会計の様式があり、差額は当期資金収支差額という科目名です。また、こ

の会計では前期末支払資金残高として、前年度末までの累積の残額の計上があり、今

年度末の差額を足し引きし、最終的には当期末支払資金残高として計上しています。

老人徳祉センター・地区センターそれぞれ会計があります。

わかりました。

自主事業では支出額に対して利用料負担は少ないが乙れでよいのですか？

公共施設・指定管理施設の役割と考えます。自主事業の教室や講座・イベントでは

テキスト代・消耗品代・保険代・講師謝金等にかかりますが、その全てを利用者負担

で賂うのではなく、指定管理料をあてて、利用者の負担を極力下げるように工夫して

います。なお、利用者負担金は講師謝金にあてることはしていません。

わかりました。

異議なし。

(3）その他

1）長寿命化工事について

2）ふれあいの丘まつり 2018について

3）クナイプジャパンのハープ寄贈について

4）広報紙「都筑センターだより 第62号」発行について

5）都筑センター広報媒体（インスタグラム）の活用について

1)～5）についてそれぞれ事務局から説明。

＜質疑等＞

特になし。

閉会の挨拶．． 副会長より

以上、閉会。

2 



平成 30年度第2回都筑センター委員会議事録

l 日時 平成 30年 10月29日（月） 19:00～20:00 

2 会場 都筑センター 2階大会議室

3 出席者 1 4名

医亘 8名．島員、・F員、．島員、・園陸員、

~員、・F員、．．  委員、.委員

匡霊園 4名園館長、圃副館長、．職員、圃職員

圧五三国 1名績浜市社会福祉協議会 ．．  部長

匡週 1名都筑区役所地域振興課松本係長

4 議題

(1) 平成30年度上半期事業実施報告について

(2) 老人福祉センター横浜市つづき緑寿荘利用者懇談会の報告について

(3) 都筑ふれあいの丘まつり 2018について

( 4) 都筑センター長寿命化工事について

(5) 施設点検及び修繕に伴う臨時休館について

( 6) その他

1）広報紙の配布

5 議事

開会に先立ち、会長挨拶があった。

また、委員定数 14名のうち出席者 8名で、委員数の過半数を超えているため、センター委員会

要綱第8条第2項により、本委員会が成立していることを事務局より報告し、議事に入った。

(1）平成 30年度上半期事業実施報告について

事務局より説明を行った。

＜質疑等＞ なし

( 2）老人福祉センター横浜市つづき緑寿荘利用者懇談会の報告について

事務局より説明を行った。

＜質疑等＞ なし

( 3）都筑ふれあいの丘まつり 2018について

事務局より説明を行った。

＜質疑等＞ なし
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(4）都筑センター長寿命化工事について

事務局より説明を行った。

＜質疑等＞ なし

(5) 施設点検及び修繕に伴う臨時休館について

事務局より説明を行った。

＜質疑等＞ なし

(6) その他

1）広報紙の配布

事務局より説明を行った。

＜質疑等＞ なし

2）その他

．．委員 センター駐車場について、混み合っているのは利用者が多くて良いと思うが、委員会開

催時は、委員用にご配慮いただけると嬉しいです。

事務局 次回よりご案内します。

閉会の挨拶・Fり会長より

以上、閉会。

議事録は以上。

なお閉会後、今回の委員出席率がぎりぎりであったことに、増尾会長より要綱改正の提案があった。

「横浜市都筑センター委員会要綱第8条（会議） 2項について、委任状提出により議事に対して意

見を付すことができる旨明示した方が良いのではないかJという内容。

館長より、都筑区役所と協議の上、会長と相談したいと回答した。

2 



1 日時

2 会場

3 出席者

4 議題

平成 30年 度 第 3回都筑センター委員会議事録

平成 31年 3月22日（金） 19:00～20:00 

都筑センター 2階大会議室

9名

医E ・・医員園田陣員、．．委員、．．  委員、園圃委員

．．  委員、・F員、．．  委員、 ．．  委員

圧五三百横浜市社会福祉協議会 ．．  社会福祉部長

匡霊園 5名・.長、圃副館長、圃職員、圃職員

匡酉 2名都筑区役所地域振興課松本係長

( 1）都筑センター委員会要綱の改正について

( 2）平成30年度都筑地区センタ一利用者懇談会報告について

( 3）平成 30年度都筑センター窓口満足度調査結果について

(4）平成 30年度都筑センター臨時休館中の対応内容について

( 5）平成31年度事業計画並びに予算について

( 6）その他

1）広報紙の配布について

2) 外壁工事について

5 議事

開会に先立ち、会長挨拶があった。

議事に入った。

( 1 ）都筑センター委員会要綱の改正について

委員会成立にかかわる条文を平成 31年3月 1日付で削除した旨資料に沿って事務局より説明を行

った。

＜質疑等＞ なし

( 2）都筑地区センター利用者懇談会報告について

事務局より説明を行った。

＜質疑等＞

（委員）伝える事はきちんとした方がいいが、伝え方を気をつけるように願いたい。笑顔できちん

と言えばわかってくれるのではないか。

（委員）無くした利用者も惑い．

（委員）叱ると怒るでは違う。感情的にならずにしっかり伝えればいい。
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平成３０年度都筑センター自己評価表 

 

目標設定

の 視 点 
計画内容及び運営目標 

計画内容及び運営目標 

に対する実績 

今後の取組 

（改善計画） 

自己

評価 

利用者 

サービス 

事業計画書 

(2)イ 地域特性、地域ニーズ 

１ 複合施設としての特性を生かした多世代交流を促進する。 

  ふれあいの丘まつり、保育園・幼稚園児との交流、地区セ 

ンター利用者と老福センター利用者の交流(各年１回) 

２ 高齢者が地域での仲間づくりと介護予防を促進する。 

高齢者介護予防事業をボランティア団体と協働で実施(年

30回以上)。ボランティア団体の活動の支援を行う。 

３ 地域資源を生かした講座を実施する。 

マップ de都筑散策パート２（都筑区をガイドする会、年 

12回）、健康ウォーキング講座（神奈川県歩け歩け協会等 

の協力年４回）、近隣飲食店等とコラボした講座（年３回） 

１ 子どもから高齢者までが集い、

将棋を通して多世代交流を図る目的

の「将棋の日」を８月２日に実施。（４

５名） 

高齢者と幼稚園児・保育園児の交流

ふれあい事業を２回実施。（２３９

名） 

２ 介護予防事業「みんなの和」を

ボランティア団体と協働で実施。 

予定以上の参加を得た。（３８回８２

６名） 

３ マップ（１２回１２８名） 

ウォーキング（４回５０名） 

１ 老福利用者が将棋を日本の文化の一つとして子どもた

ちに引き継いでいく意義を感じられるよう働きかけてい

きたい。 

  園児たちとの交流事業は大広間の有効活用としての側

面も含め拡充していきたい。 

 

２ 引き続き、ボランティア支援の視点もふまえながら取

り組んで行く。 

３ 地域に根差した事業として定着させていく。 

 

 

 

 

 

 

 A 

 

ウ 公の施設としての管理 

公平性、透明性、多様性、安全性を前提に行動する。 

公平性では、利用者による「みんなの施設」意識の啓発。 

安全性では、看護師による老福センター、地区センター両

事業における医療・健康・保健面での対応。 

公平性、透明性について、センター

委員会において、予算決算報告、各

事業概要を公表している。 

安全性では看護師による健康相談等

の対応、設備面では長寿命化工事、

体育室の床の修繕を実施した。 

特に安全面では、健康面で課題のある高齢者の増加傾向を

ふまえ、看護師の役割は重要であり、引き続き安心して高

齢者が利用できる施設を目指していく。 

 

 

B 

(4)オ 利用者ニーズの把握と運営への反映 

次の方法により利用者ニーズを把握し、対応する。 

窓口満足度調査(年 1回)、講座終了時のアンケート(随時)、 

ご意見箱・直接の声(通年)、利用者懇談会(年２回)、セン

ター委員会(年３回)。迅速な回答とより活発な意見交換が

できる工夫を行う。 

・満足度調査１１月３６１名 

（全体満足度平均４点満点で3.6点） 

・ご意見箱対応（４４件） 

・センター委員会３回 

・利用者懇談会２回 

満足度調査では概ね良好な評価をいただいたが、引き続き

利用者の満足度が上がる努力を重ねていく。 

特にご意見箱で寄せられた各ご意見を一件、一件運営に反

映できるよう工夫していきたい。 

 

 

B 
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カ 利用者サービス向上の取組 

１ 子育て世代の支援のため、保育を目的とした場合に同時に 

複数の部屋利用が可能なことをＰＲする。 

２ 図書コーナーの充実。 

① 子育て世代向けに「絵本」を知ってもらえるイベントを実

施する。 

３ 看護師による見守り・介護予防事業を実施する。 

①  老福センター利用者との交流・関係づくり・健康面での

個別支援。 

②  大広間を活用したミニ講座の開催。介護予防体操の実施。 

１ PR 効果としての年間を通じて保

育目的利用があった。 

２「おはなしポケット」２４回 

 「赤ちゃん絵本講座」１回 

３ 看護師による血圧測定など健康

相談実施（９３５名）個別支援に繋

げた。 

 ミニ講座、体操への看護師参加 

 

１、２ 引き続き取り組んで行く。 

３ 件数もさることながら、相談内容がより深く多岐に渡

ってきており、看護師が中心ではあるが、ケースによって

はセンター全体で情報共有し、より有効な対応が出来るよ

う考えていきたい。 

 

 

 

 

B 

業務運営 

事業計画書 

(3)ア 管理運営に必要な組織、人員体制  

看護師を雇用する（週２日）。 

予定どおり、看護師週２回勤務。 

コミニティスタッフの欠員にはすぐ

に補充対応した。 

コミニティスタッフの欠員には今後もすぐに補充していく

が、新採用者がスムーズに業務に入れるよう、新人マニュ

アルの充実を図って行く。 

 

B 

ウ 緊急時の体制と対応計画 

１ 職員研修を実施する（年６回）。 

  ＡＥＤ・心肺蘇生法研修、防災・避難訓練、個人情報保護、

認知症研修、マナー研修（各 1回）、見学・実習（新人１回） 

２ 都筑センター緊急対応マニュアルに則った研修の実施。 

利用者の事故や嘔吐物処理等体調不良者の対応方法の再確 

認実施。 

・防災関連研修２回 

・人権、マナー、苦情解決の研修を

各１回実施。 

その他、業務関連研修合計２４回実

施。 

・他の施設の一部で実施している防災訓練の利用者参加に

ついて、その可能性を模索していく。 

・コンプライアンスについて、不祥事やヒヤリハット等、

常時必要に応じて情報共有していく。 

 

 

 A 
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(4)ア 設置理念を実現する運営内容 

１ 老人福祉センター：①介護予防、②個別支援、③健康相談、

④他資源との連携を基本とした運営を行う。 

① 高齢者介護予防事業の実施 

ケアプラザ等と協働したミニ講座の実施(年３回)。 

看護師による大広間利用者に対する健康講話・介護予防体

操の実施（年 50回以上） 

② 看護師が大広間等で利用者の声を直接聞き、必要に応じケ

アプラザ等につなげる。コミスタの日常の緩やかな見守り

との連携による個別支援の実施。 

③ 健康相談等で、個別支援が必要な利用者に必要な情報を伝

達し、行政サービスやインフォーマルサービスの利用がで

きるよう支援を実施。 

④ 老人クラブ連合会と連携した事業実施 

  囲碁将棋大会（年 1 回）、健康うたごえ広場（年２回）、シ

ニア大学への協力 

２ 地区センター：地域の活動拠点となれるよう団体等の相談

窓口となり、団体の活動の活性化を支援する。 

１・げんき体操１６回８１０名 

 ・介護予防講座（歯、栄養等） 

  ４回９８名 

 ・看護師による大広間での健康相

談からニーズを発掘し、他の職員

と協力しながら関係機関へ繋げる

取り組みを年間を通して行った。 

 ・老人クラブ連合会と連携し、う

たごえ広場（２回２３９名）、囲碁将

棋大会、シニア大学（１３回）を開

催した。 

・地区センター利用者懇談会の声も

ふまえ、団体活動の相談等に応じて

支援した。 

１ 老人福祉センター全体の事業を概観し、現在の利用者

状況、利用実態を分析し、今後のつづき緑寿荘のあり方を

再検討していく。 

 

２ 区内の他の地区センターの状況を把握しつつ、当セン

ターの役割を整理していきたい。 

 

 

 

 

 

 

 

A 

イ 利用促進策 

１ 区広報、掲示板、インターネット、館内チラシ等で積極的

に周知する。 

  センターだよりの発行（２か月に１回） 

２ 稼働率の低い茶室・料理室を使用し、子どもや地域住民向

け講座を実施する。 

茶室：２講座（子ども茶道他） 

料理室：４講座（コーヒー講座１回、近隣飲食店協力によ

る講座、親子料理教室他） 

３ ふれあいの丘まつりの開催 

  ふれあいの丘６施設（資源循環局都筑工場・葛が谷地域ケ 

アプラザ・北部療育センター・都筑プール・横浜あゆみ荘）

１ センター紹介用パンフ作成、イ

ンターネット、区報、チラシ等予定

どおり周知を行った。 

 「センターだより」を６回 16000

部発行した。 

２ 茶室：「子ども茶道教室」２回 

  料理室：趣味の教室３回、親子

料理教室１回、お食事会８回 

３ ふれあいの丘まつり 

 １１月実施。5100名参加。 

 団体活動発表１２団体、作品展示 

 ２３団体 

１ パンフレットの更新を常時行う。 

 また、他の施設で導入しているネット予約について研究

する。 

２ 茶室、料理室の稼働率向上については、自主事業を展

開する以外の方法は困難と思われるが、引き続き検討して

いく。 

３ 次年度は葛が谷ケアプラザ、北部療育センターの不参

加が決まっており、残った４施設での適切な運営を検討し

ていく。 

 

 

 

 

 

A 



（様式 15） 
の共催により、多くの地域住民の来場や参加があり好評を

得ています。 

ウ「地域活動拠点」として提供するサービス（地区センター

のみ） 

１ 地域と連携して地域課題解決に向けた事業を実施する。 

 ・防犯講座、ウォーキング講座（各年１回） 

・地区懇談会、地区社協、地区活動等連絡会・協議会等への

参加。地域課題の共有、事業展開を検討する。 

２ センターで活動するボランティア団体の活動を支援する。 

 センターだよりでの活動紹介・メンバー募集掲載（年１回） 

 団体のメンバーの外部研修参加促進 

３ 利用団体の活動を支援する。 

  団体登録を勧め、活動する場の提供を行う。 

登録団体へのメンバー募集掲示や館内展示コーナーの貸出

を行う。 

１「おれおれ詐欺対策講座」 

 「ウォ―キング講座」 

 ・各地区懇談会等には年間を通じ

て参加した。 

２ ボランティア団体交流会、 

 市社協職員によるボランティア基

礎講座の開催。 

３ 利用団体活動支援について、引

き続き前年同様取り組んだ。  

１ 各地区団体との連携強化に引き続き取り組んで行く。 

２ 当センターで関わっているボランティア団体の多くが

長い歴史を持ち、代表者の高齢化も進んでいる。今後のボ

ランティア団体の支援の中で、各団体のあり方の整理も念

頭に置いた取り組みが必要である。 

 

 

 

 

 

 

 B 

キ 本市重要施策に対する取組 

１ 人権研修を実施する（全職員対象 年１回以上）。 

２ 修繕・物品発注は「横浜市中小企業進行基本条例」を踏ま 

え、近隣の中小企業に優先発注する。 

３ 市民からの情報公開に対しては、横浜市の「情報公開に関

する標準規程」に準拠した、本会の「情報公開規程」に則

って、情報公開へ対応。 

１ 人権研修 ８月、１１月実施 

２ 優先発注に心掛けた。100万円 

 以上の案件は法人として業者選定

委員会にて選定している。 

３ 開示請求はなし。 

公共施設としての使命を常に意識し、横浜市の基本的重要

施策を職員で共有していく。 

 

 

B 
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(5) 自主事業計画 

１ 地区センター：地域ニーズを反映した講座を開催する。実

施にあたっては、近隣飲食店とのコラボ、講座参加者を地域

活動の担い手につなげる働きかけを行う。 

  子育てサロン・おもちゃ図書館・おもちゃ病院 

趣味の教室（６講座以上） 

わんぱく遊びの広場（３講座以上） 

わんぱくホリデー、スペースふれあい（各 10回以上） 

ロビーイベント（３回以上） 

都筑Ｊクラブ 

日々の暮らしに役立つ講座 

終活講座 

２ 老人福祉センター：健康づくり、介護予防、仲間づくりを

目的に実施する。 

趣味の教室（概ね 15講座） 

高齢者介護予防事業（年 30回以上） 

健康相談（概ね週１回 ８月は除く） 

看護師による見守り事業、健康講話・介護予防体操（年 50

回以上） 

多世代交流事業・健康うたごえ広場 

介護予防普及啓発事業 

 平成 30年度新規実施にともない、企画の検討からはじめ、

年度内実施を計画します。利用者・地域住民の参加も得

て実施することを目標とします。 

１ 地区センター 

・「趣味の教室」は１７回と計画を上

回る実績。（５４５名） 

・「わんぱくホリデー」１２回実施。 

 （２４９名） 

・「わんぱく遊びの広場」２回 

（１９０名） 

・その他子ども向けとして、 

「おはなしポケット」「子育てサロ

ン」「おもちゃ図書館」「おもちゃ病

院」を実施。 

・ロビーイベント４回 

・「日々の暮らしに役立つ講座」 

 （包丁研ぎ、大工道具 ２６名） 

・「終活講座」(６５名)  

 

２ 老人福祉センター 

・「趣味の教室」１４講座 166回 

 のべ 2267名 

・介護予防事業 38回 826名 

・健康相談 39回 935名 

・看護師支援 1627名 

・多世代交流 ３回２３９名 

・うたごえ ２回２３９名 

・介護予防普及啓発 

 げんき体操１６回 810名  

 介護予防講座 ４回９８名 

  

１ 地区センター 

 引き続き、利用者のニーズを把握しつつ自主事業を展開

していく。 

 人気の趣味の教室はキャンセル待ちも出るほどだが、開

催の規模、体制、講師選定等、常に見直しながら取り組ん

で行く。 

 

２ 老人福祉センター 

 各自主事業は常に介護予防を意識しつつ事業展開して来

ているが、ダイレクトに健康面に関する講座の充実を今後

も図って行く。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

B 
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(6) 施設の維持管理計画 

１ 心地よい施設を目指して環境整備を行います。 

大広間の畳、１階ロビーのイス（一部）の交換 

２ 設備の不具合箇所の修繕、更新を速やかに行います。 

１ 大広間畳表替え 

  ゲートボール場ベンチ交換 

２ ピクチャーレール交換、消防設

備不良改修、体育室床修繕 

今後の課題 

・トイレの洋式化 

・自動ドア改修 

・ 

 

 

B 

職員育成 

事業計画書 

(3)ア 管理運営に必要な組織、人員体制 

 計画通りの体制とします。欠員時は速やかに雇用する。 

コミニティスタッフ欠員の補充 

７月、１２月、１月 

欠員時には速やかに補充採用する。  

B 

イ 個人情報保護等の体制と研修計画 

１ 個人情報保護研修・個人情報自主点検票作成（年 1回） 

  改正個人情報保護法を踏まえて研修を実施する。 

２ その他職員研修の実施（年５回）(再掲) 

  ＡＥＤ・心肺蘇生法研修、防災・避難訓練、認知症研修、

マナー研修、他施設への見学・実習 

１ 個人情報研修１回実施（２月） 

 

 

２ 計画どおり実施。 

引き続き各研修を実施するが、コンプライアンスに特化し 

た研修を検討していきたい。 

 

 

B 

財務 

事業計画書 

(6) 施設の維持管理計画（における効率化の工夫） 

100 万円以上の業務委託をする場合、原則入札を実施し、コ

スト削減を図る。 

０件 引き続き、対象となる委託業務は入札を実施する。  

 B 

(7)ア 収入計画の考え方 

１ 稼働率の低い茶室・料理室の利用率を上げることにより、

利用料収入増を図る。 

２ 自販機収入や看護実習生受入謝金による収入増を図る。 

引き続き実施。 １ 自主事業展開以外の方策はなかなか難しいが模索して

いく。 

 

B 

イ 増収策 

稼働率の低い茶室・料理室を使用し、子どもや地域住民向け

講座を実施(茶室は現１講座→２講座、料理室は現４講座→５講

座実施)。（再掲） 

茶室：「子ども茶道教室」２回 

料理室：趣味の教室３回、親子料理

教室１回、お食事会８回 

 

同上  

B 

ウ 支出計画 

引き続き、節水カランを使用した水道料の削減を行う。 

節電を行う。 

引き続き実施。   

B 



（様式 15） 
(4)ク ニーズ対応費の使途（地区センターのみ） 

利用頻度の高い部屋等の備品の入れ替え等、直接利用者サー

ビスに直結するものから、外観・内観整備など総合的に対応。 

体育室床修繕、中庭ベンチ、ピクチ

ャーレール他９件、合計\1,086,391 

  

B 

その他 

（上記４つ

の視点以外

の項目があ

れば追記） 

 

 

 

 

   

利用者等

の意見 

利用者等の意見の把握方法 

窓口満足度調査(年 1回) 

講座終了時のアンケート(随時) 

ご意見箱・直接の声(通年) 

利用者懇談会(年２回) 

センター委員会(年３回)を実施。 

実際に寄せられた主な意見、要望（報告時） 

実際におこなった利用者等の意見の把握方法 

・窓口満足度調査（１１月３６１名） 

・講座終了時アンケート（随時） 

・ご意見箱・直接の声（４４件） 

・利用者懇談会(地区センター、老福センター各１回) 

・センター委員会（３回） 

 

≪自己評価≫ 

Ａ：計画、目標を上回って実施 

Ｂ：計画、目標を保持して実施 

Ｃ：計画、目標を下回って実施 

 

※「利用者等の意見」は、計画内容及び運営目標欄に利用者等から寄せられた意見・要望を、計画内容及び運営目標に対する実績・今後の取組（改善計画）欄に意見等に対する対応を記載 



（様式18）

対 象 施 設 横浜市都筑センター

対 象 期 間 平成30年４月１日　～　平成31年３月31日

指定管理者 社会福祉法人　横浜市社会福祉協議会

実 施 日 令和1年6月24日

点 検 方 法
１　利用状況統計の提出・内容点検：毎月
２　管理運営状況ヒアリング（令和元年６月24日）
３　巡視点検（実地調査）：ヒアリング実施日に併せて実施

講 評

１　利用統計の提出・内容点検：毎月遅滞なく作成・提出された。事故報告や修繕状況
等も逐一報告されている。

２　管理運営状況ヒアリング：平成30年度より健康福祉局の介護予防事業を実施。事前
予約を不要にするといった工夫をしたことで、想定の４倍となる参加者があった。

３　巡視点検（実地調査）：利用者の発言にはポイントを絞って、どういった対応が必要
か確認したうえで、状況に応じて複数人で対応している。

指 摘 事 項

改 善 状 況

添 付 資 料 業務点検結果シート（別紙）

平成30年度　管理運営業務点検報告書



（様式19）

業務点検結果シート（平成30年度総括） 施設名　横浜市都筑地区センター

頻度 点検項目 点検内容 点検結果

利用料金収入実績 収入実績、見込額達成状況 適正

利用者実績
開館日数、入館者数、利用層別利用数、居住
区別利用数、その他利用数

適正

会議室等稼働率 部屋別の稼働率 適正

四半期 指定管理料の支出金額、執行率 適正

ニーズ対応費執行状況（品目、数量、金額） 要改善

自主事業実施状況
募集対象、事業名、開催回数、参加人員、経
費、１人あたり参加費、講師謝金、事業計画書
の自主事業計画との整合性

良好

運営体制 館長、指導員(副館長）、スタッフの勤務実績 適正

施設の管理状況
点検日時、点検状況
事業計画書どおりの適切な管理の実施（第三
者への委託状況等）

適正

修繕の実施状況 施設修繕の実施状況 適正

備品 備品（Ⅰ種）の購入・廃棄状況 適正

広聴、ニーズ把握
広聴（窓口、電話、ご意見箱、アンケート、市
コールセンターへの意見・要望等）や利用者
ニーズの把握状況と対応、掲示の有無等

適正

巡視点検 受付窓口の状況、館内の状況等 適正

年１回 利用方法 利用要綱や利用案内の内容、備付け状況等 適正

個人情報保護
個人情報保護取扱特記事項の取組状況（研修
の実施、誓約書の提出等）

適正

緊急時対策 緊急時対策マニュアルの作成・運用状況 適正

防犯・防災対策マニュアルの作成・運用状況 適正

消防計画の作成・提出状況 適正

保険 施設賠償責任保険への加入 適正

研修 職員等に対する研修の実施状況 適正

本市重要施策への
実現に向けての取組

横浜市一般廃棄物処理基本計画に沿った取
組、市内中小企業への優先発注等の取組状
況等

適正

地区センター委員会 日時、場所、出席者、議題、意見等 適正

利用者会議 日時、場所、出席者、議題、意見等 適正

事故等の発生状況 日時、発生状況、対応、再発防止策の検討 適正

損害賠償 損害賠償の発生状況 特になし

不可抗力 不可抗力発生に伴う影響 特になし

情報公開 件名、申請状況、対応状況 特になし

喫緊の対応が必要
又は特に重要な意
見、要望

すぐに対応が必要な施設に対する意見、要望 特になし

特に重要な施設の維
持管理、修繕に関す
ること

利用の制限を伴うなど、重要な施設の維持管
理、修繕に関する状況

熱交換器の安全弁とコイルの点検で指摘が上がっ
ているため、施設と関係区局が協力した対応が必
要となっている。

改善指導事項

ニーズ対応費の執行について指導を行った。

毎月

指定管理料の執行

防犯・防災対策

随時

特
筆
す
べ
き
事
項

サービス向上や経費節減等の取組事項

平成30年度より健康福祉局の介護予防事業を実施。事前予約を不
要にするといった工夫をしたことで、想定20人/回の４倍となる80人/
回の参加者があった。




